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馬鈴薯の生理・形態率的研究

第 13報・馬鈴薯塊茎形成lこ際しての呼吸の消長に就いて

田川 隆・岡揮養三
{北海道大主義農撃部植物J多数室)

Physiological and morphological studies on potato plants 

Part 13. On the variation of respiration rate by the developmental 
stages of the tuber formation of potato plants 

By 

TAKASHI TAGAWA and Yozo OKAZAWA 
(Botanical Institute， Faculty of Agriculture， Hokkaido Universityl 

[1] 緒 品百

馬鈴著塊翠形成は，地下の室節部より設する

旬枝先端部の肥大によって起る正常地童形成のほ

か，環境保件により，各種の具常塊茎の形成が見

られる. 即ち前報噌;町，15)，11)，18)に示した如く，休

日民絡了後の地支を乾燥保件下の暗底に貯請託するに

際し，そのljj]芽の直接肥大により所長11芽薯を形成

したり，叉蹴谷凡巾)， 1:Jt}ji3)は各種の鹿理により，

気中塊室， n昔鹿空中地童労;を形成せしめている。

一方馬鈴薯塊輩形成の際の決水化物，並びに諸態

窒素化合物jの騨流l行;械に闘し， DENNy2)は，親著

は極めて重要2主役目をなすことを認めている。又

著者等も前報1りに於いて同様の事買を認めた。而

して城主形成過程中，特に旬枝又はjJjj芽の肥大を

開始する時限，即ち塊童形成~~lj に常り，該存n織内

に於ける還元桝・非還元l:~f . i殴;紛の各令長に顕著

な鑓化が見られるが， との際，茨木ー化物の代謝，

及び呼吸作用に斡接た闘1系をと有するアスコルビン

隈は，上記の茨水化物の控化とともに， lu鈴薯塊
窓形成に際L主要な役割lをご有するととが認められ

た。

他方.~!ーをむ著:塊玄の呼吸に就いては SINGH

and MATHURめの報台により，塊翠の成熟過程に

於ける呼吸長の消長がIlJjらかにされ， 又 SINGII

andMATHUR1町並びに著者守~1めにより，貯蹴中の

呼吸量の鑓化に就いても，その大要がl切らかにさ

れた。これらの報告によると，肥え成熟過程中の

塊支の呼吸長は，塊玄内の桝分合長が多い生育初

期]にその呼吸主も大であるが，とれが成熟に作な

うJtf蹴i殴粉の増加， t湾分の減少と相f突って呼吸主

も減退するものであるJ又休!1民期間中の呼吸f乍m
は極めて微弱であるが，休!1民格了後，アミラ{ゼ

の的性化とともに還元桝の蓄:f.Hを来たし，とれに

件なって呼吸712にも念、激な増加が見られた。更に

HOPKINデ)， BUTLER1J， KIMBROUGllu) 塁手は今~xt~

を低温にJ貯蔵した際，その令桝量の増-}mに1*たっ

て呼吸の増大を来たすとと乞認め，塊輩の呼吸の

鑓化は呼吸材料としての腕今量の増加によって従

属的に起るものであろうと述べている o

以上の如く馬鈴薯塊玄の呼吸長の消長は塊輩

内の還元隣，非還元慣の、泊長に極めて将接た開1系

があると;}ラえられるので，本研究は谷積環境僚件

下に於ける塊草の形成過紅rt，特に旬校，並び、に

JVj芽から塊翠へのi¥l-!}'換期に於ける，塊翠形成部の

呼吸長の泊長と炭水化物，即ち還元横，非還元桝，

i殴粉の含量礎化を追求し，塊童形成に就いての生

llll・形態的機械の一端を明らかにする目的で行っ

たものである。

[II] 費験材料並びに費験方法

1)費験材料1lt:試材料としては馬鈴薯
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H男傍薯"(農林省北海道前島原々杭農場昭和 25~l三

度産)を用いた。

2) 賓験方法.lJ~鈴薯栽培，並ぴにJh'賊訟

として弐の三法を用いた。

(司 正常栽埼法: 前記の種子事は播種 2週

間前に 800傍ウスプルン液にて 20分間表面殺菌

した。育成は北海道大製附属農場内の岡場を可及

的均一に整地し，土佐肥・硫安・過燐酸石友・硫酸

力11里を施し 5月1日全粒のまま播種Lた。播種

後の除草・中耕・施肥@tj;の管隈は適宜行った。旬

校の費生は護芽後2週間以内に起り，旬校は約 10

日間の仲長期間の後，先端の肥大，塊童形成が見

られた。

(b) 暗底栽培法: 京織化した徒長jlJJ芽の葉

服部に集中塊翠を形成させる~， I情底栽上i?を行っ

た。即ち，土を渦・した木箱 (80x40x 30cm)内に

播種し，更にこの木箱をと大形の外泊内に収め斡閉

し，随時i:tli水し，土壌並びに外箱内の漁度を過i及、

j{}¥態に保ち， との内で萌芽をと徒長させた。jJJi芽は

殻芽後約 2f'fii月にしてその葉服部に'J、塊翠の形成

を示した。

(c) 暗鹿貯臓法: 前記の塊草を木箱(70x50

x20 cm)内に貯蹴し約2筒月後に，塊支の萌芽，

並びにその腕芽の一部に小塊翠乞形成させた。

3) 測定法: 還元柄，非還元棋の定長は各

々ミク.ロベルトラン法により ，i殴粉の定量はジア

スターゼ法により還元慣として測定した。

以下闘表に示す各含量の数値はと主主F{量 19中の合

霊:を mgで表示したものである。

呼吸全の測定は Davisの呼吸計を改良したも

のを!日い， 20
0Cの恒i毘糊仁1"で24時tl¥1呼吸をさせ，

Qco.. 002を以て示した。 ffiJ，I呼吸試料は切断Iに
よる呼吸量の鑓化を考え，切)十は温度 20

G

C，j熱度

80% に 24 時開放置し，切断商に癒傷組織~形成

し，又呼吸量が一定になってから呼吸試料として

使用した。

[IIl] 費験結果並びに考察

a) 正常栽培候件下に於ける塊輩形成に就い

て: 正常栽培僚1L下下に於けるJf.'¥鈴薯;の塊藍形成
にJi:tいて山本・野口jl!))はJjJj芽後10-15日日頃迄を

旬校の{Jtl長期とし， 更にその後 25 日 1~1 頃迄の約

10日IMlを塊支の形成m1とした。而して塊輩の形成

は旬校のイr!1長停止と共に，その先端の肥大によっ

て始まり， との際旬杖の柴養生一長にのみ使fIJされ

ていた茨水化物がその先端部に蓄積する過程に入

る弘Iiから，粒物体内的に一つの質的1博換期と考え

られると述べている。との決71¥化物の蓄積に闘し

て著者@![:は前報16)に於て示す如く，旬校の付l長中

には随分，特に還元1符に官み， 1殴粉は僅かに旬枝
のi殴*1}鞘の*iH胞内に小型のi殿粉粒が見出されるに

過ぎないが，説室形成期に三五ると旬杖の先端部は

i殴粉粒:蓄li'tの増加lにより不透明化し，その髄部，

皮唐部各車1I1胞共に澱粉粒で充渦・されるのが見られ

た。而してとの時期の分析値も示す如く， 1殿粉合

長の急激な増加lに陸;じて，還元隣合長は塊童形成

'rable 1. The variations of respiration intensity and carbohydrate 
contents in the potato stolon during the growing period 

Re3piration Carbohydrates 

00. nr. Redu巴ingI ~?~-::~~uc- : Sta帥
Qcog l Q02 1 RQ l sugar |1ngs噌ぽ|
(C巴 (cc) (mg) (mg) (mg) 

st仇

Tip 3.95 4.03 

Dev州山t伽| Middle 3.82 3.76 

Base 3.81 381 

叫 justbefore|
Tip 5.32 5.28 1.01 16.13 0.21 9.13 

the tuber Middle 450 4.40 
formation 

Base 4.66 4.66 
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直前を最高として減少するのが見られた。

以上の如く旬伎の仲長W1より塊童形成期に亘

る期1mは生叫的にも顕著な謎化が見られるが，と
の時期!に於ける，旬校呼吸茸;の鑓化に就いて追求

し，第1，2去に示す如き結果を得た。

第 1去は仲長中の旬枝の]買部，中央部及。:基

部に就いて， {r11長に1*-なう呼吸量，並びに淡水化

物含量の鑓化を示すものであるが，とれによると，

旬枝先端部の呼吸査は中央部，及び基部に比して

若干大きく，塊玄形成前に至って最大値を示した。

而してその Qco"Q02はほぼ守=しい故，呼吸に際

して行われる制胞の般素の吸牧及び炭酸ガスの排

出は均一に行われるものと考えられる。従って呼

吸率(RQ)は最大1.02，良少 0.U4の範凶にあり，

何れも 1の近似iKlを示した。一般に呼吸寧を支配
するものとして呼吸村一料の種類があげられるが，

馬鈴薯の旬校内に検出注れる桝は!呼吸1羽斗として

好越の還元隣たる葡萄構と若干の原慎であり，日.

つ呼吸材料として充分な合金を示している。以上

の拙からとの時期jK於けるl呼吸にi捺しては桝の完

全酸化が行われ，従って呼吸も 1に近いものと考

えられる。

他方，呼吸材料として使fIJされる炭水化物の

泊長に就いて見るに，イrt1長中の旬校は各部共還元

棋に官み，特に旬枝の先端部は中央部・基部より

合主tが多い。 即ち本期を通じi買部は基部の約2.0

-2.5悟を合有していた。 他方，非還元情合量は

旬校の護生初期には殆んど認められなかったが，

塊童形成前に至り，各部に蓄積を見た。特に還元

棋と異なり旬枝の基部に多量に含まれているとと

が認められ7こ。

グくに澱粉はi殴粉粁iの部分に僅かに検出し得る

程度に過ぎないが，塊童形成直前に至り旬枝の先

端部に若干の蓄積開始が見られた。

上記の旬枝仲長期に弐いで，塊童形成期に至

ると旬校の先端部の茨Jk化物合量は大なる鑓化を

生ヒ，その呼吸査も一様に、減退するととが認めら

れた。従って旬校がそのイ111長期を絡え，更に塊草

形成に~る期I1Jl を，

(1) 未肥大のJ.OA交の先端部

(2) 肥大開始時の]'U1支の先端日;官

(3) 肥大開始後の(tV校の先端部

(4) 小塊玄形成後の塊玄部

の4具Hに分け，それぞれの時期に於ける呼吸を測

定して第2去に示す虫11き結果を得た。

とれによると，旬校より塊玄への枠換に件な・

Table 2. ‘The variations of respiration intensity and carbohydrate 
Cont白ntsat the time of tuber formation 

Respirafion----------caー而話丙rat凶
Qoo. Qo. pn Re伽d昭 iNon-red山|00. Qo. RQ n~~抑 ingsugar Sta帥
J 竺」J{ω 同 _)_1_(mgjj

Stolon t恥 yetunswelled 4.22 

Stolon tip， onset of swelling 4.65 

Stolon tip， after of swelling 
Small tub巴r

2.04 

1.90 

って呼吸ittにもえ!;t~止な減少が見られた。との減退

は旬校のイ111長j/tJとから本来の貯蔵器官たる塊玄へ

の騨換に際し，呼吸材料たる還元棋の減少と， i殴

1雪上の蓄1去にnlラ¥{するものとZ与えられる。日[Jち未肥
大の旬枝の呼吸査は QCu

2
，Q02共にそれぞれ4.22

cc及び 4.35ccであるに討し，旬校の先端の肥大

開始後に於てはそれぞれ 2.04cc及び 2.06ccとな

り共に約牛畳に減じた。とれが更にノj、城主の形態

をとるに至ってそれぞれ1.90cc及び、1.97ccとな

101.23 

182.09 

り，初登量の約 1/3に迄に減退するに至った。又，

呼吸率(RQ)は肥大開始時に1.10を示した。他は

0.99， 0.96の値をとり，いやれも 1の近似値を示

した。との呼吸量の減退に鑑み，直接，呼吸材料

たる還元横含量をと検討するに，旬伎の塊主主化に1*

ない還元隣合量は急激に減少し， i股粉の蓄干iiを開

始する。とれに関しては前報切に於いて報脅した

が，本量は示!と肥一大の旬校に於いては 18.15mgを示

したものが，肥大開始と共に漸共減少し，小塊輩
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-献を呈する時mlになると 11.80mgとなり，初穫量
の約牛丑迄に減少した。他方非還元艇は未肥大の

匂校では僅かに痕跡が見られるのみで、あったが，

塊霊化と共に増加し， 0.82mgを示した。 又， {ftl 

長中の旬校内には少量の移動i殿粉粒が認められる

に過ぎないが，肥大開始，小塊輩化と共に澱粉含

量は 182.01mgとなり急:激な増加を見た。

馬鈴薯塊童形成は形態的には旬校の{ftl長停止

と共に，その先端の膨大によって公とるものであ

り，体内生理的には今迄旬校の{中長‘に用いられて

いた炭水化物が地下室の先端に蓄積する過程に入

る質的特換期と考えられる(山本町。 更に組織皐

的には保:j:jこ21)は旬校の先端i生長の停止が，第二弐

的分裂組織の護誌を誘起し，塊輩の肥大生長が始

められると述べている。要するにこれら生現・形

態，並びに組織与さ的鑓化の主要要因として，還元

慣の減少，並びにi殿紛の増加が特記さるべき事賓

であり，呼吸量の減退は，むしろとの呼吸材料た

る艇の減少に附随してゐ乙る現象であり，ととに

i殿粉含量の増力11，並びに呼吸の減退は共に塊翠が

生理的に安定なー貯離系たるべきととを示すもの

であろう。

b) 晴鹿栽婚による集中塊童形成に就いτ:
馬鈴薯のH苦慮栽暗によって人工的に徒長前芽の葉

服部に小塊主主を形成せしめ得るととは脇谷町・7)ペ
及び伊);J{3)の研究により l切らかなととろであり，

脇谷はとの塊童形成にあたり，従長前芽の頂芽優

性による影響を受け，市j;U三の基部に塊藍の形成が

多いととをこ.Q!];べている。更に環tUd~1j皮等の鹿理に

よっても気中城壁を形成せしめ，これによって炭

水化物の~[~\流を阻害し，親薯，並びにjjJj芽の老化

が集中塊室の形成を促進するものと論じている。

他方，伊:~(3) はとの塊華の形成はホルモン;棋の塊

藍形成物質によって起るととを暗示し，各種の興

味ある寅験をたしている。著者笥;は前報町に於い

て，との気中塊翠の形成同年し，炭水化物，並び、

にとれらの代謝に闘興するアスコルビン敵合}'s:等

の消長がiE常暁翠形成の場合と同校友傾向にある

ととを報告した。

本賢験に於いては暗庭に浅植した塊輩、を過i然

保{Lt，に保ちつつ， WJ芽を徒長せしめ，との葉服部
に形成した気中塊翠，並びに徒長前芽の各部に就

いて呼吸量，並びに炭水化物含量をiJ判定し，第3

去に示す如き結果を得た。

Table 3. The variations of respiration intensity and 
carbohydrate contents of the etiolated sprout 

Respiration Carbohydrates 

Qoo， Qo， • RQ Reducing 珂on-re白巴ー I Starch gar I mg sugar I 

Etiola ted sprout 

Small tuber 

Tip 

Middle 

Base 

(cc) (cc) 

0.98 

0.92 

1.28 

0.60 

1.01 

0.90 

1.31 

0.63 

萌芽が約 50cmに{Ij卜長した際，その前芽の親

薯に近い葉服部に直W，0.8 -1.5 cmのノj、塊翠， 即
ち気中城翠の形成をと見た。との際徒長国J芽の呼吸

量は匂校の呼吸主に比し000"00，共に 1/5-1/4

量で，著しく少ない。又集中塊輩の呼吸量は000"

00.それぞれ 0.60cc， 0.63 ccを示し， i[ミ常塊玄形

成中のそれの約 1/2w:を示した。かくの如く塊翠
の呼吸量がJlJj芽の各部のそれより少ないととは，

正常塊童形成の場合の旬校と塊玄との闘係と同級

0.98 

1.02 

0.98 

0.95 

(mg) (mg) (mg) 

14.18 

11.89 

9.64 

2.39 

Tra巴e

1.21 

3.49 

0.80 163.52 

な傾向を示すものである。一方， rjJj芽の基郊の呼

吸長は他部に比して比較的高い数値が見られたが，

とれは気中塊童形成の11日分に常るため，城輩。形

成と何等かの聞係があるものと考えられる。

他方，部j芽各部の炭水化物合量に就いて見る

に，還元慣は頂部にi誌も多く，非還元棋は基部に

多い。中部はFJii者とも，中!日lflli.を示した。城主中
には 163.52mgのi殴粉の者杭が見られ，還元桝・

非還元慣ともに出J芽に比して著しく少ないととが
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認められた。生長の盛んな頂部に還元横含量が多

いととは旬校の場合と同様で、，呼吸量が比較的多

いのもとれによるものと考えられる。

上記の結果から見ると，暗庭気中塊童形成の

場合，萌芽，並びに新塊藍の呼吸量は正常塊童形

成の場合によ七し著しく少ない。とれは呼吸材料と

しての情合量の差と，生育期の完全な相異が，呼

吸作用の如き基本的代謝機構止直接影響を及ぼす

ものと考えられる。

。) 暗虚貯識による芽薯の形成に就いて:馬

鈴薯塊室を長期間貯蔵する際，貯蔵中に萌芽した

塊室はその老化とともに萌芽の一部が直接肥大L

て小塊翠の形成を見る 1九千島18)は 10-60%の

j熟度の暗底に於いて形成されると越べ，同JII12) ，15) 

も同様斡燥{条件を必要とするといっている。叉，

前報町に於いて塊室の老化によって炭水化物の特

流の鑓異を生じ，更に環境保件の不利が蹴芽の仲

長JJjJ制に作用し，前芽内にi殴粉の蓄積を来たし，

塊室乞形成するものであるととを報十号した。更に

高温草討桑保件下に形成された芽薯は，正常高iJ芽に

比して澱粉・蛋白態空素に官み，呼吸査にも顕著

な減退があるととを認めた。

本買験では暗底に自然M態で静置したち区立が

休日記格了後，その老化に件ない萌芽の一部に;J、塊

藍の形成を見た。今とのillf芽より塊童形成への特
換期に於ける，呼吸室.，及ぴ茨7K化物量の泊¥瓦ーを

下記の各部に就いて測定し， :UH去に示す如き結

Table 4~ The variations of respiration intensity and carbohydrate 
contents of the abnormal sprout emerged from the senile tuber 

Carboyhdrates 
Reducing !. ~叩司reduc- i Starch 
sugar mg sugar 
国 L一一__  (r盟L一一一(盟

l-M Qc02 Qo. 
fcc) (cc) 

Etiolated sprout 

Lateral bud 
lml063|120  

2.13 /.96 1.09 

9.14 

19.23 

3.15 

Tra'巴e 27.33 

Lateral bud (before swellingl 

Lateral bud， just after sweIling I 
Sprouttuber 

果を得た。

(1) 徒長主室

(勾徒長主室より生じた腕芽

1.81 

0.99 

0.70 

1.81 

0.99 

0.70 

(め 先端がやや不透明化Lた肥大直前の肢芽

(4) 先端部に澱粉の蓄積明瞭た肥大開始後の

腕芽

(5) 岐に塊霊化した腕芽(芽薯)

徒長主:草の呼吸量は他に比較して少なく，そ

の Qoo.，Q02はそれぞれ 0.76cc，0.63ccであって，

肢芽に比し約 ]/3査であり， 特にとの呼吸率は

1.20で1より大なるととが注目される。前報'15)に

於ても示したまfIく，塊室;を暗鹿，乾燥献態に静置

すると， Jf}.j芽は酸性物質を蓄積し，呼吸幸容の増加

が見られる。との徒長主室に就いても同校定記事賓

が見られた。向，との部分にはi殴粉の蓄積は見ら

れないが，還元前・非還元棋の合長は比較的多い。

次に徒長主室上に生じた腕芽の呼吸量は最も大で

1.00 

1.00 

1.00 

7.92 

2.15 

1.66 

0.13 114.99 

0.33 141.63 

0.52 179.76 

あるが，然し呼吸率は1.09を示した。而してとの

部分は微量のj殴粉と多量:の還元摺を千jL，生坦H的

に最も活設な欣態にあるととが推測される。然し

との腕芽が芽薯の形成過干乏に入ると，Qoo.， Qo 

共に急:激に減少し，呼吸率も1.00となり， 1殿粉合

茸の念i殺な:羽)111と，還元慣の11:減が見られた。
塊藍の老化と環境保件の不利が，前芽，並ぴ

に肢芽の仲長をJJjJ制しこれら生理市勤の阻害に

より，親薯よりラ~る過剰の還元棋は， JJjf芽の先端

部細胞内に貯蔵型たる生理的に不前性のi殿粉とし

て蓄積し，とれが更に呼吸材料としての還元棋の

不足を来たし，ひいては呼吸作用減退の主要因子

をなすものと考えられる。従って正常;塊翠形成の

場合と結果的に同様な傾向が見られたが，全体と

しての呼吸量は著しく少ないととが認められた。

以上の各賞験結果を通じ，一般にや[1長生長中
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の1!û校，又はlm芽の呼吸長が比~i交的多いのに到し

て， そのIlミ常・異常乞問わすコ一度塊諜形成WIに入

ると呼吸の減少が認められた。而してとの際，決

水化物の泊瓦ーを呼吸材オ斗ωi~ì長という翻出liから見

ると，城主形成にw"記う還元{~fの減少と， j，股1~iの

苦杭が呼吸l1tの減退に闘興するものと;j雪えられ
る。一般に前性の呼吸材料として葡萄柄，よl明f(W;

の六炭棋の外にnti慣があげられるが，民鈴箸旬校
並び、に塊京中にはとれらの棋が検出される。従っ

て塊童形成前の呼吸量が多いととは主として呼吸

材料たる還元明含量の高いととによるものと考え

られる。但し， '11':常塊輩形成の際のIlH芽の呼吸iit

が少ないととは， FJli者の桝合7tのヲ(そによると1;す時

に， 環境f僚像削111"，
封す2芯s.*事折抑J内印Pil古巾制1，初凶，1司lリ!妓効J;県具が考えられる。 児に城翠形成後の
呼吸予:の減少は，還元棋が主にltj.蹴i殴粉に鑓化し

て，活性の呼吸材料の不足を来たすと共に，他方，

枕童形成に仲なう表皮組織の木伶f奇形成による空

気の透過性の減退も， I日HJ2に呼吸引，111の減退に除j

興するものと見られる。

日V] 摘要

1) 本研究は馬鈴暑の正常塊藍，並びに異常

塊~~形成の際の呼吸去1:，並びにとれと直接闘係をこ

布する還元瞬・非還元明t. i般粉の消長を迫求し，

以て塊窓形成の生王111.的機構の一端を明らかにする

目的で、行ったものである。

2) IE常栽培の場合，旬校の'(111長期聞に於て

は，その先端部の呼吸が最大であって，中央部・

基部はとれに弐いだ。而してその呼吸量は旬校の

やtl長にf'ドなって増加すると共VC，他国還記慣の消

長も亦，ほほ、とれ止並行関係を示すととが{ぽかめ

られた。

;;f，くいで旬枝のりt翠形成が始まると， 1~û校先端

部の肥大，並びKf表組織内への澱粉の者干:}iにf'!'な

い，呼吸量，並びに還元情合主の急:激~減少が見

られた。呼吸率は全IDIを通じ，ほほ、 1に近いf!tI.を

示した。

3) 暗底，i必i問保件下で、の塊翠形成の場合は，

徒長期芽の先端部に還元桝合長多く，且つ呼吸作

HJも盛んであり，又国j芽基部には若干の非還元慣

の諸税を見た。而してilH芽基部に形成されたち，~~~~

の還元担'f合設は少ないが，然しi殴;杉;}に官み，呼吸

主は僅少であった。

4) IIW底貯蔵FJ)目立の芽袈形成に際しでは， jjJj 

芽の塊藍イヒにf'ドない呼吸量，還元棋の減退とi殴粉

の蓄右'I'h ~Jt られた。

5) ・般に馬鈴薯はりt翠形成j切に於いて呼吸

度の減退が認められるが，とれは主に呼吸材料と

しての還元慣が澱粉の形成に用いられるととによ

る減退にもとづくものと考えられる。
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Resumる

Th巴 presentinvestigation is one of a series of experiments carried out under the title of physiological 

and morphological studies on potato plants. . Although certain new items of morphological information 

have recently been reported by ITO (1951)， SHLBUYA (1950，51，52) and YAMAMOTO (1949，50)， virtually 
little is known concerning the physiological and biochemical mechanisms of the tuber formation of potato 

plants. In the preceding numbers of this series (1952) the authors have reported that the tuberization 

of th巴 potatoplant is intirriately affected by the variation of ascorbic acid content in the potato tissues. 

In the present investigation， extending the wcrk on the influence of external conditions on the tuber 

formation of potatoes， particular attention has been given to a study on the physiological relation between 
the variations of carbohydrate contents and th巴 respirationratc in the tuber under various conditions， 
with a dcsire to contribute to understanding the process of th巴 tuberizationof potatoes. 

Potatoes of the varicty“Irish Cobbler" wer巴 uS2das material. 
The experimcntaJ rcsults obtained may be summarized as follows; 

(1) Under the conditions of normal cultivation of potatocs， the contents of rcducing sugar in the 

stoJon tips of potatoes were considcrabJy higher than thosc of the otl1er parts of the stolon throughout 

the developmental stages of lin巴algrowth of the stolons・ Atthe sam巴 time..?the respiration rate of the 

stolon tips was much greater than that of the other parts of the stolou during these stages. However， 

when the tuberization process of stolon come into operation， the respiration rate of the stolon tips began 

to decline gradually in pqoportion to thc decrease of S昭 Ircontent which in turn caused the accumulation 
of starch in the stolon tips. 

(2) When the potato plants wcre cultivated in shallow wooden boxes which were kept in the dark 

room under humid conditions， small tubers were formed on the axils of the etiolated sprouts aftcr 

standing for about two months or longer. In such etiolated sprouts， th巴 reducingsugar cont巴ntin the 

sprout tips was much higher than that of the other parts of the sprouts. On the contrary， the content 

of reducing sugar was rich in the basal part of the sprouts. Accordingly high rat巴 ofrespiration of the 

sprout tips was observed as a consequencc. 

On the other hand， in th巴 newtuber formed on the axi 


